
実践報告

生徒の「やせ」「やせ志向」に関する調査と保健指導の実践
Practice of health guidance and research skinny and thin心riented' students

要

生徒の「やせ傾向」の体格、「やせ志向」の意識に健康課題を感じた筆者が、その突態嗣査と保健

指導実践(20H 年)をした叛告である。

身体測定の結果から本校生徒の体格の傾向を明らかにするとともに、特に保健指導をしていない保

健室来室者に対してアンケートを実施し、体格の変化についての意識を朋査した。

保健指導では、「身長だけでなく、体内の目に見えない部分の発育があり、体玉増加は当たり前で

あること」「10代・思春期のからだの発育は大切であり、将来の健康の保持増進には必要不可欠であ

ること」を廻解することをねらいに、場の設定を検討Lて実践した。

学級活動の時闇を利用して保健指導を行った1年生に対しても同様の意識闘査を行い、指導の効果

をはかった。

キーワード:意帯齢詞査場の設定教材の工夫学級活動へルスプロモーシヨン

生徒の「やせ」「やせ志向」に鴨する闘査と保健指導の突践

筆者は小学校での勤務を経て、20Ⅱ年で本中学校に赴任して3年目を迎えた。日常の生活から保

護者の目が離れ始め、自分たちの意志や判駈で生活しっつぁる中学生である。自活の発逹途上にある

米熟な生活実態や誤クた他康認、識など、中学校の保健室からは小学校よりも多くの健康課題が見え、

さらに行捌上意識変化が難しく課題の根の深さを感じてきた。

今回、偶寸建室から見えてきた健康課題のうち、生徒たちの「やせ志向」「ダイエツト意蔀捌に注目した。

休み時冏のたびに身長や体重をはかりにくる生徒たちからは、

「やった 10k g減った 1」

「やぱい、 ok g も増えちゃった・・・。」

「身長は伸びて、体重が減0た。すごくない!?」

という、体重が増えることへの嫌悪感や「体重増加=肥満」という認識をもっていることが推測され

る声が多く出る。しかしながら、発育期であるこの時期の体重増加は、骨格や筋をはじめとするさま

ざまな器官の発逐のために必要なことである。大分県立看護科・大,岩崎香子助教(生体科学)の朋査

では、調査した中学生の大半が1日の必要カロリー摂取量を下回り、男子の20%、女子の8%が前年

よりも骨量を減らしてぃたことが明らかとな0ておりい、中芽リLのからだの発育の現状に危機意誠を

もたぎるをえない。文部科学省の学校保健村語十剖査によると、 20H年度の5歳から17歳の女子の体

重が、互》村蛉で19蝿年度の剖査開始捌、来初めて前年廐より減少し、新開等でも大きく取り士.げられた。

また、20Ⅱ年の日本成人病学会学術染会では、日本の若年女性の「やせ」傾向を指摘し、「国民の健
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お茶の水女子大学附属中学皎紀要第心染(201心

康に対する脅威となりっつぁる」と警鐘を鳴らしている2)。これらのことから中学生の「やせ志向」「ダ

イエツト意帯剣は、思春期のからだの発育、さらには成人してからの健康問題にも大きぐ彩導を及ぽ

すと考える。これは重大な健康課題である。

そこでまず、保健室で筆者が感じている健康課題を顕在化するために、中学生の「やせ」や「やせ

志向J の実態を調査することにした。そして、この健康課題に対する行鋤上意識変化のために、どの

ような方法や機会で保健指導をすることが中学生にとって有効かを検討'し、実践することとした。

1.中学生の体格

表1は、本校の20Ⅱ年定期健康診断で測定した身長と体重の測定値より算出した肥満度の人数分

布である。肥満度が・20%以下の「やせ」の生徒の割合に注目すると、 23%~フ.1%であり、それほ

ど多い人数とは言えない(2010年度の東京都及び全国の傾向も 1.5%~ 6.0%)欄。しかし、肥満度が

・10%以下の「やせ」予備軍を合わせると、1年生男子(33.3%)、1年生女子(33.別6)、 2年生女子(33.396)

でそれぞれの集団の3分の1を超えている。この結果より、本架団の平均がやせ傾向に偏り気味であ

ることが考えられる。従って木染醍の中では、やせぎみの体型を標準と認識する傾向が生まれるので

はないかと1際則する。

表 1 肥満度の人数分布(2011年5同実施)

Ⅱ 実態調査の結果と考察

男子

1年

やせ一2促以下

人数(人)

2年

3年

女子

割合(%)

3

1年

2.中学生のからだの変化に対する意識調査

生徒たちが日々起きているからだの変化にっいてどのように感じてぃるか、アンケート訓査(資料

1)を行った。アンケートは2010年12河から3河にかけて、保健室に来室した生徒に対して任意で行っ

た(実施人数聞名)。実施したアンケート項目のうち、「次の 3つの値が増えることにっいてどう思

いますか?[身長・体重・座高]」と「あなたの年齢で、次の現象が起こることをどう思いますか?[①

身長も体重も増える②身長は増えないが、体重は増える③身長は増えて、体埀は増えない④身

長も体重も増えない(体重が減る)]」の結果につぃて、以下に示す。

「次の値が増えることにっいてどう思いますか?」の質問に対して、身長にっいては多くの生徒が「い

い」と答えた。一方で、体重にっいては「いやだ」と答えた生徒は全体で6割を超え、「いい」と答

えた生徒は身長と比べて冴鮮咸し、女子においてはいないという結果だった。座高にっいては、女子で

は「いやだ」という答えが半数以上を占め、座高が高いことは足が短いということであり、それを嫌

2年

やせぎみ一10%以下

3年

フ.1

人数(人)

2.4

4

23

6

11

割合印向

3

4.フ

7

6.9

肥満ぎみ+2醐以上

7

262

人数(人)

3.6

17.1

25

16.3

23

割合(%)

0

16

29,1

3

26.4

肥満十3酬以上

0.0

19,0

人数(人)

73

23

4

割合(%)

0

1.2

0

4.6

0

0^0

1.2

0.0

2

0.0

2

4

2.3

2,3

4.8
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う傾向が男子よりも強いことがうかがえる(図 1)。

身,

図1-1

生徒の rやせ」「やせ志向」に関する嗣聳と伐能指導の爽践

「次の値が増えることについてどう思いますか?」に対する回答(全55名)

身長

体璽

、、、

その他,48%

坐局

図1-3 女子の回答(34名)男子の回答(21 名)図1-2

次に、「あなたの'村玲で、次の現象が起こることをどう思いますか?」の質冏に対して、それぞれ

の頂目にっいて自由記述をしてもらい、分類した(表2)。「身長も体重も増える」ことにっいては、

男女とも舮剖以上が肯定的な回答をしている。ーカで、「身長は増えないが、体重は増える」ことに

つぃては、肯定的な回答は 1割程度にとどまり、否定的な回答が全体の6割近くを占めるほか、ダイ

エットを意識した回答が2割程度あった。男女差はそれほどなく、否定的な回答にっいては、女子よ

りも男子で回答してぃる割合の方が多か0た。また、「身長は増えて、体重は増えない」ことについ

ては、肯定的な回答が5割を超え、否定的な回答は全体の4分の 1にとどまった。男女別にみると、

肯定的な回答をした割合は女子の方が多く、否定的な回答をした割合は男子の力が多か0た。これら

のことから、男子は体重功ゞ増えないことよりも身長が増えないことにっいて否定的である者が多く、

思春期のやせ傾向(身長は増えて体重が増えない)については否定的な意見をもっ者も女子よりも多

い割合で存在するが、肯定する意見をもっ者窃夬して少なくなく、男女ともにやせ傾向をいいとする

風潮があることがいえる。「身長も体重も増えない」ことにっいては、否定的な回答が5割を超えて

多いが、肯定する河答も2割を超えており、恕、春翔のからだが発達する火事な時期にもかかわらず、

J 、 1

身長
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お茶の水女子大学附輔巾学校紀要第心集(2014)

変化がないことをいいと思う者も少なくないことがわかった。

表2

2 -1

「あなたの年齢で,次の現象が起こることをどう思いますか?」に対する回答

「身長も体重も増える」ことについて *カッコ内は回答人数(以下同じ)

・苔逼(14)
・肺長期だからいい(斗)
・当た"前だと思う(釘
・自然だと思う(2〕
・高りうる(1)
・健康上いい七思う〔1)
.ハフンスが七れτ良いと思

仕方師ない 1.9%
〔奥子二0_ 0誌女子二2_ 0弦)1・大人になるために必要なことなΦでしょうがない("

・知ら幸1、、〔1) ・どうも思わない(1)
・人によりけり詮んじゃ於いですか?("

・身長はイェーイ。体重は・'(泣)〔2〕
・体重は増えτぼしくない(1)

. 良い(田
別にいい(釘
うれしい(2)
健康〔2〕
応長している("
普適の扇長だ七思う(1)

〔 1 )

幽

■

■

■

■

2-2

・立子では当た U討(" ・あ1ナうる(1)
・苦通(D ・そんな人もいる(1)
・年寄りになコてからしぽむとちょうどいいからいい(1)

「身長は増えないが,体重は増える」ことにつぃて

・頂因によるが(骨密廣など)体型が変わらなければ良い(1)

肯定的馨1_5距
(男子二80,0豐女子二02_ 4弦)

・鰯肉だと思う。

,身長が伸びてほ

昇 ?(1)
ねる(1)国

,いやだ0幻 ,だめたと思う(8)
・おかしい(幻 ,悲しくなる(2)
・がびーん(1) ・危ない(1)
・逢うと思う(1) ・困る(1)
・つらい",(1) ・ぞんなことない(1)
・身長が増えないことが気になる(1)
・異常七はいわないが,好ミしくない(1)

・太ったと思う(幻
・章べ渦ぎ,または運動をあ庄りしていない(1)
・劇イエットをしようと思え(1)
.太コたということなのでぞろそろやばい七思う(1)
・やせよう!(1) ・肥満児(1〕
・最露、ダイエットする(1)・体重を気にする("
・運動不足臼〕

休重増はイヤ
〔男子二0_0%

関.心なし 5 6顎

声コと、(2)

しい(1)身長に期待

その他 子_●顎

〔男子二10_0%

〔男子 10_ 0彌

休内の扇長

5_ε諾

女子二悲_0%)

京子

女子二5_9肱)

告定的
(男子

・別に(1〕

・ねる(1)

(男子:0_ 0拡女子二5,9%)3,了弧

(男子!5_0%京子二0,0%),_ OM

0,3託

:5_ 0髭

掘件コき皆定

.

その他

しらない(1)

女子コ1,0脚

否定的 59,3弧
〔男子二65,n監女子二55_9髭)

(男子二5,0髭女子:0_0弧)1_9諾

1,9%(男子二0_0%女子:2_9%)

関'なし

長イエット 20,4瓶
(男子二15_0距女子:23,5H)

3_7弧(男子:5_OH 京子二2,9監)

)箆02
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2-3

・良1,(15)
・そうなれぱいし"(2)
・晶高(1)
・いーな(1)
・ウェルカム(1)

・多少ならいい(Z)

「身長は増えて,体重は増えない」 ことについて

・好ましい、連廣で高れぱ("、〔霧子二■_0%

・理想だけビ健康には・',(2)
・微妙(1)
・やせすぎたと感じた巳もコと食べる〔1)

・いけない(2)
・棒になる(1)
・やせぎ砕.(1)
・だ励た七思う(1)
・危ない(1)
'背高ノッ水(1)

・し臼ない(1)
・別に(1)どう白思わない〔1)

・ねる(1)・そう思う(1)

うれ 1'、い(E)
,理想(1)
・すて声(D
・よっし辛一(1)
・苔通(1)

生徒の「やせ」「やせ志向」に関する嗣贇と保健折導の尖践

掘件コき青定

青定的 55_6%
〔男子二a亦_悲匡女子二6心_7謀)

2-4

・細すぎでは・・?(1)
・アンバランス?(1〕
・困る〔1〕
・八ん〔1)

・よ 1"%(脚
・理想(2〕
・制イエットが成功したと思う〔1〕

・微妙(2)
・仕方がな 1"、(1〕

5_ 6%

空子二馨_非箆)

ちょコ七イヤ
(男子二5,0弧

・ 1"、や(1〕
・ブロポーションを気にしすぎ("

「身長も休重も増えない」ことについて

・わか巳ない(1〕

2_ 0弦)

・成長期が隷わでた(励身休現摂

了_●%

京子二8_旺箆)

・ 1、、やだ(1田
・少し不健康〔2〕
・身長が伸びてほい、K力
うーん("

やぱし.、(1)'古よコ
・困る(1)
・病気(1)
・長期だとかなり気にかかる、

その他 3_?顕

(男子二10_0%

開心な
〔男子

否定的 2点_ 1誠

(更子二尋0.0%女子二14_了窒)

Ⅲ

苔適(釘
せ'、せ'.. O K (1)

空子二卓●.1距)

指導実践

了

0躍

〔網一,嘘""_岫許せる(0
少しくらいなら'・'("

乱望

女子

と.思う

京子二0"亦%)

■

・だ励だと思う(幻
・."、',〔2)
・最悪(幻
こわい(1)
・悲しい〔1)
・薄胆(1)

受診を壱える(1)

翻,0%)

〔男子二5 "顕急_ 3距

肯定的
〔男子

1.指導のねらいと場の設定

突態朋査の結果を受けて、中学生に対して次に挙げることがらを理解させることをねらいとした1永

健指導が必要であるとぢえた。

20_尋%

1Ⅱ_昨%

ON)女子 11

女子

その他 5、写顕
ι更子二5_OK 女子二5_龜%)
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26_ 5弦)
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お茶の水女子火学附輔中学校紀要第43架(2014)

①身長だけでなく、体内の目に見えない部分の発育があり、体重増加は当たり前であること

② 10代'思春期のからだの発育は大切であり、将来の健康の保持増進には必要不可欠であること

そして、教科担任制であり授業を動かしにくい、学級活動(本校ではⅨ愈カリ」と呼ぶ)の年問計

画が決まっている、定期健卦藷今断,身体測定が全校一斉実施、などの中学校(特に本1劾の教育活動

の特徴を考慮して、今回生徒に対して働きかける機会を次の3回とした。

①定期健康診断前日に流すVTR

②保健室前の掲示物および保飽だより

③学級活動における保健指導

2.教材作成

数少ない機会を生かして生徒に効果的な指導を行うために、インパクトのある教材を作製し活用す
ることとした。

作製した教材は、発達途中にある小児 a2歳頃)とからだが

でき上がった成人の臓器の模測し〔寸織、肝識、肺、川論で、そ

れぞれ大きさと重さをできるだけ実物に近づけて心励作製する

とにより、普段見たり手にしたりすることのできない滋器の、^

存在を実感できるようにした。

3.指導の実際

(1)定期健康診断前日の VTR

定期健康診断は行事をとおして向身のから

だに目を向け、健康について改めて考えるこ

とのできる数少ない機会であり、健康教育に

大いに活用できる機会である。本校の定期健

康診断は、生徒保健委員会の企画・述営で行

われる。例年企画の一環として、健康診断前

日に金校生徒に対して、健康診断の受け方な

どを示したオリエンテーションの VTR を作

り、放映する。その VTR 制作の際に、「毎年

同じ内容のものだけでなく、みんなが『そう

なんだ、知らなかった則と思える健廉情報

を加えてはどうか」と生徒たちに提案した。

そして台本を用意して、臓器の重さを比較し

体内での発育があることを伝える VTRを生

徒と共に作った。
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作製した臓器

佐上から時計回り1コ飾城人・小児),心識城人・J1幌),脳鰔人.小児)
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「1舌土、この色と0ど打の抑体は摩んです力?」

「これらは,わたしだ与人闇の内獣の説型です

0目で塞し尋がら)こn力児劃.これが"燮、これが肺、これが肝灘てず.」
rどうして2朗ずコ乱芸んで寸か?」

「小さい力は12才の子七も、ス冨い乃はおと尋でザ,蜜物とだいだい圈じ玉等に毛っている
んですよ.」

「ヘ~'(放らずに、禿だ目の想恕老とうぞ〕」
「て信堂さぎはかコて比ぺてみ喪し'う、」

姉士が踊密に古量りにのせ,助年が些さを臨t
「(韻思をどうぞ)」

!二のように、訂となと子ともては防獣の殴容が迭い訟す.〒どもの詞廿心批はおとなの50%

雁との重さです.戚喪とともに.だんだんと大きくなり、盟さも増しτ融躍が晃遮しτくる
のです.」

「詰は証曜おと口と圃Ⅲ仁なってきている1コと、その他の内罪は部となと比ぺて笹だまだ駿い
hら、これから芯っと由嘘がよく驫ウてくるので寸ね.」

1そうで亨.体の中にはとτもだくさんの降嵐が畠り獣す.そのひとつひとコが成姦している
のでぜ

それから、孔た芯が史くために鄭墾毛助蜘も,12才てi;1釣,8キログ5厶で寸が、 20才
で煤釘28キログラムに旧え藷,

だから体阻が増えていくのは当だり印なんで寸よ.盟さが婚えるの以、背が仲Uだ分゛距肪
だけが畑えているのでは口く,中畠、私たちの体の大蒋尋の堤尿とが或畏してぃ乙ことでモ
島るのですよ

モして、みん証が爆う翫跡モ劉急晒のエネルギーぎ詰えだ町、体擢をR0だり、キムだちが生

きていくだめには必斐尋ものなのて寸よ,ある担度の驫訪が桑口と病風にもなり゛すぃので
,よ,」

「忌る母と.晒土、よく"かり珪した.00、身厩が仰Uて尽くても、巾磨が南コているから
怖珊が贈えてもいいんですねU

カメ,に向かって

「み赴さんモ"かコてい鵡だ1づ藷しぇか?倖囲か埋えることを熱にして、食事を狐らしだり
か鵡よコだ寅裟をしだりサaと伴Φ中は旺弓嘱ろ,寸かすかに忌ってしまい辛ザよ

体賞が畑えて孝いからときって冨んているそこの島尋足,高口だの中鼎はち゛んと症長して
いまりか?

ぞれではみなさん、こきげんよろ.」

助チ)

侍士)

健庫詐断 Lウチ〒一 vrR

曲坪)

畑:士)

助手)

均土)

mチ)

崎土)

-100-

VTR 台本



(2)保健室前の掲示物および保健便り

保健室前の掲示物は、休み時岡や教室移動の際に生徒たちが気軽に目をやり、通りかか0たときに

目にして学ぶことができる。掲示物を読む生徒は、各々のタイミングで意識的に足を止めてそれを読

む。つまりある程度の興1床をもって自主的に内容を遇リ昇Lようとしているので、啓発の効果は大きい。

しかし奥印未のない生.徒にとっては、保健室前にどんな掲示物があるかすら知らないだろう。掲示物は

生徒によって啓発の効果に差がある。そこで、生徒全員に配布する保健便りを活用した。生徒に関心

をもたせる導入の記事を保健だよりに載せ、詳しい内容を保健室前に掲示Lた。
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(3)学級活動による保健指導

中学校学習指導要領では、学級活動の内容として「適応と成長及び健康安全」が明記されている

その一環として中学1牟生に対して、 1単位時膝の保健指導を実施した。指導案は次頁のとおり6
0

である。
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保健指導案

ねらい

自己紹介(3)

「おとなに近づくに連れて変わっていくととってなんだろう」 (フ)

'幼児期から現在、そして成人になるまでに変わってぃくことを全体で

出し合う*身体面(見た勵*精神面*機能面 etc

「脈拍の回数はどうなるだろうか?それはなぜそうなるのかな? a 5)

・自分の脈拍を測ってみる

'現在よりも以前とこれから先はどのくらいの脈拍数か予想する

'個人の予想をもとにグループでその根拠を話し合い、意見を1つにまとめる

・グループの意見を全体で共有

「心臓の役割と仕組みを知ろう」(フ)

'ポンプ機能により全身に血液を送っている 1分闘に約5リットノレ

・血液と共に栄養や酸素を届けている

・成長とともに1回の拍動で送り出せる血液量が増えるため、
脈拍(心拍数)は減る

「なんで1回の拍動で送り出せる血液量が増えるんだろう?」
・大きさや重さが変化してぃる

「他の膽器は変化しているの?」 ( 8 )

・肝臓・肺・脳

'さまざまな機能が発達するためには、大きさや重さの変化もある
(骨量)

「友達にアドバイスをしよう」 aの

・本時で分かったことを踏まえて、コメントを考える

年齢が進むに連れて、見た目だけでなく、身体機能も発達していくことを知る

成長期に体重が増加することは、からだをっくっていく上で大如であることを知る

0

主な学習内容と活動

0

0

0

0

0話し合い活動がしやすいようにグループ席をっくる

進行役と発表役を指名する

★血管図心臓図

0図を用いて、心臓が全身に血液を送る様子を解説する

0健康の学習をすることを説明

★人生テープワークシート

0成長過程をイメージさせながら、思いうくままに意見を出させる

指導上の工夫・配慮教師の支援

★重さ模型骨模型

0模型を見せて変化む解説する

0肝臓や肺、脳の模型の重量を量り、それぞれの役割と重量の変化を確氾
する

★成長曲線研究記事

0体重が増えるということは、からだの中身の重さも増え、機能が発達して
いつているというととを確認する

010代のダイエツトほ今後のからだ作りに火きな影響があることを硫認する

0脈拍のとりかたを説明し、30秒計測して脈拍をとらせる
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特伴媛累亦易だ血学智

号訂となに訂0ぐにつれτ亶打っていくことばとん量こと?

.11^の劃厳はと0な'のかⅡ?

増える

1岸唖成鶚

そう赤えこ井幻・"卦サフ

「琵江た力守ユ1

rクルーフ0",え1

減る

゛ち0みに理差の霊畦蛙

霊わら口い

●劇匝の艇耐と吐卑み

〔1^・暗."・臥"ロ"'
如紅剖心陥..弥1^゛[二1ヨー モれら室t虫

授業では、窄師萸教諭が教填に立つ珍しさから、導入より子ど

もたちが興味深く臨んでいた。自身の脈拍を測ることで、自分

のからだに俗が向き、 i熟張にも前向きに取り組みグループの話

し合いも活発に行われていた。

内臓模型が登場すると、「りアル~ 1」という声が上がり、気

持ち悪がったり「持ってみたい口という声が上がったりして

いた。また実際に模型の重さを量ってみると、「そんなに重いん

だ1」という欝きの声も開こえた。

学習をとおして、生徒はからだの中の発育,発達についても

気づき考えることができ、多くが今の時期の体重の蠣寸川につい

ても火切なことと理觧することができていた。
に届けてい迅

圃ノ"

モの依

'豊とともに

ーミニユ・

畔陀箆rl[1^

ぞれ巨が豐化して,

生徒の「やせ」「やせ志向」に関する調鰹と保仙指導の尖践

授業ワークシート(表)
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●アンケートに等えてくだ庄い
(1)次の3つ馴が婿えることにコ"てとぅ思いま冨か?

忠畠長..,いいイ.い゛だウ.とうも慰わ女い

偽体重'、.フ,いいイ_い゛だウどぅ悲思わ口い

倉磨高・・・ア.いいイ.い゛だナどうも忍わない

(2)墨逢長鼎髪^翻、期の蝿段が起こること曇とぅ恩い亭すか?
Φ磨奥き体重も憎える

{札{ワて

●舟長は憎え赴いが、体熊鳥増える
{UU1ビ,イ'1ミし坪呉守露D1醍、dlY'
棚lqN燃"W'衡吼打純。

a暴長芝体靈も婚え孝い(韓望が瓢る)

住'嘴く倫乢工聖加均と同ど、

あ廷たからのアドバイユ

働この友逓にアドパイスをして高げよう

103 -

1ヒへ3う。

(3)白日の授禦で分かっ鵡こと、暫えたことを宙響ましょう

町

エ.モの伽

エ.その殉

エ,その地

゛

/P々■死多町・.●1夕廻{,'劇ゐ'!加汚轟1{';;Vス11〆姪"

島長が全髞仲びてないの此、

林重が3キロも増えちりった。

最近*り気峠だし、
夏仁向けて5キロやせようと思ってるよ.

●アンケートに筈えてください

(D 次の3つの価が堵えることについてどう思いますか?

ウ、どうも犀わ忍いΦ身畏・ イ.いやだ
どうも恕わ赴いウ'

どうも思わ尽いウ,

(を三)いい
舜林建・・・ア.いい(tPいやだ
a癖欝・・・ア,いい(tPいやだ

(2)亜江釜段隻批弐、択の雄象が論こることをどう患い読ずか?
田塞長も体蠣も咽える

ι、

〔亥此成長々●詔火獣会小E皮え

凧側卿1皮ぐ匙力4比

師従卿#.ιr身之υ'

〔ε迄食へ・r窪ノ死匙三

あなだからのアドパイス

働異暴は憎え弓いが、体臣は憎える

偽畠豊越増えて、体燮は園えない

バ4υ、
U゛々ぢ山

生徒が記入したワークシート(襄)

画麝昼も体綴も瑞え孝い(拝壁が課る)

<3)今日の摸業で分かコだこと、考えだこと甚函碓諜しょう
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お茶の水女子火学附属小学校紀要築43染(2014)

Ⅳ実践後の結果と考察

保健指導実施後、前述のものと同じからだの変化に関するアンケート(資料1)を行った。その結

果は次のとおりで(図2)、これらのデータを保健室来室者にとった前述のアンケート結果と比較し

た。
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「次の値が増えることについてどぅ思いますか?」に対する回答(全126名)
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図2-2 男子の回答(41名) 図2-3 女子の回答(85 名)

身長にっいては大きな述いはなく、やはり「いい」と符えた生徒が多かった。一方体重と座高にっ

いて、保健指導後の染団では「いやだ」と答えた生徒の割合が少なく、「どうも想わない」が多かった。

これは、体重の増加はからだの発育・発達において当たり前のこと、という学びができたからである

と考える。男子の方がその傾向はより顕著であり、女子では「いい」と答えた割合が港干多くなり、「い

やだJ と答えた割合が少ないが、男子ほど差は出ていない。女子は知識としてはわかってぃても、理

想とする体型や願望など、知識上1、外の判断基準が加わっていると考察する。

次に「あなたの年齢で、次の現象が起こることをどう恩いますか?」の質問にっいての結果である

(表3)。
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表3

3

「あなたの年齢で,次の現欽が起こることをどう思いますか?」に対する回答(1年生)

1 「身長も体重も増える」ことについて *カッコ内は回答人数(以下同じ)

・健康(12)・普通(13)いい(46)

ちゃんと成長している証拠だからいい(10)

・成墨期だ(フ)うれしい(フ)

身長が伸びるなら体重も増えるのは当然だと思う(6)

健康的に身長と体重が増えれぱいい(2)

順調に成長Lている(2)

ぜひそうなりたい(わ

骨が伸びているんだな~(1)

成長期だから仕方がない(1)

何も思わない(9)

どうも思わず受け止める(1)

気にすることはない(1)

生徒の「やせ」「やせ志向」に関する,罰聳と保健指j"の尖践

問題ない(1)

身長は良いけど体重が増えすぎるのはいや(4)

割合的に同じように増えて様しい(1)

イコール体が大きくなるということだから胡まりょくない(1)

肯定的

(男子

仕方がない

85.

82,

3

気にしない 8,7与6

(男子:14.6q6 女子

いい(16)

起こりうることだから気にしなくていい(3)

・うれしい(1)・普通(2)大丈夫(2)

フ%

9%

2

女子:0.0%)0.8%(男子:2. 4%

「身長は増えないが,体重は増える」ことについて

女子:87.196)

いい。ただし増えすぎるのはよくない(6)

少しならOK (3)

いいけど身長も増えた方がいい(1)

太っているならいやだけど、問題ない n )

筋肉だったら「やったー」脂肪だったら少L減らしたい(1)

二れから改蕃していけばよい口)

少しいやだと思うこともあるが、総かく思わない(2)

いいことだけどちょっといやだ 0)

体重増はイヤ 4,

(男子:0,046

9,6)5.

・少し不安だがいい(1)不安に思うが、うれしく思う口)

ちょっといやだが、いつか伸ぴると開き直る艇)

096

女子: 5.

否定的

臓器は大きくなったと意識〔2)・休の中が成長しているってこと(2)

筋肉が増えたかな?("

,健癒的だったらいい a )

肯定的

(男子:

,場令による{1}

8%(男子:00.

9%)

成長期だから仕方がない(3)

廊器が成畏しているのだと思い、仕方ないと思う(2)

19.

24.

0%

496

身長はこれからも伸びると思う(5)

すぐに身長が休重においついてほしい(1)

身喪を伸ばしたい n )

条件つき肯定 11

(男子:2.4%

女子:16

0%女子:1

ちょっといやだけど肯定

(男子:2,49も空子:

5 与6)

9号6

女子:16.

105

UP

2%)

+9'フ

5,6)

仕方がない

896

9%)

女子:2.4%)休内の険畏 4.0,6 (男子:フ. 3%

身畏に期持

(男子:0.

35' 7闇

0%(男子:2.4,6 女子:44.

5.6%

0与6 女子:8. 296)

フ%)

4
5



お茶の水女子大学附属中学校紀要第棉染他014)

いやだUの

よくない(3)

悲しい(1)

だめ(1)

ちょっと健庫的ではない(1)

困る(1) ・悪い(1)

太り気味(3) ・食べ過ぎ(3)

、太ったかなと思ってしまう(2)運動不足(2)

私はお梨子ぱかり食べるので、食べないようにと考える(2)

少し体調管理に気をつける(2)

食生活を変える a) ・運動をすれぱいい(1)

夜更かしのし過ぎ(1),抽っこいものばかり食べている?(1)

どうしようかと思う。ダイエット意識をもつ(1)

食べ過ぎはよくないけど、熱理なダイエットはしない方がいい(1)

食べ過ぎかな?でもご飯を減らす気はない。運動しよう!(1)

しっかり寝て身長を伸ぱさなきゃ(1)

・少し不安になる(3)

・あまりうれしくない(2)

・一番なりたくない!('1)

・けっ二うやばい(ネ)

・私的にはよくは思わない(1)

・最悪(1)

骨などが成畏していない住)

身長の脱長が止まってしまったのかもしれない(1)

否定的

(男子:

どうも思わない(フ)

26.

24,

3 -3

し、L、(30) ,うれしい(10) ・大丈失(3)

最高(2) ・理想(N) ・普通(1)

成長している証拠(オ) ・身長1=イ串ぴてほしし、(1)

起こりうるけど、あまり1こも体望力ぐ増えなし、ときには

気或つけた方力Cいい(1)

儷療的だウたらいい(1)

2鮎

4q6 女子:27.

「身長は増えて,体重は増えない」ことにっいて

ダイエツト・整ゴS嬰.17,
(男子:,9.5%女子:1

関心なし

1")

うれLL、(ナど、中身力て増えていない力、らいやだ(2)

うれしいと思うが、体霊はキ霞皐力Cし、い(,)

うれしいけど'カカξ出なし、(1)

やつたー!でもあんまり体重が変わらないと体に悪いかな?(1)

n剖H -33.1

6り6 (男子:1 4.6り6 女子:1.296)5.

いいなと思う力て、大丈夫力、?とも.思う(1)

いし、けどけ力てをするの1まこわい(1)

し、L、けど、ひょろひょろほいや(1)

いやじゃない1ナど続きたくない(1)

理想的だけど、体力て弱々しくな?てしまう(1)

よくない(11) ・午安になる(4)

ちょつとやせ気味(3) ・し、やナ'( 3 )

病気になつているの力、と,D配1になる(2)

おかしい(2) ・成長Lていない(1)

危険(1) ・悪い(オ)

成長が止まった

596

6.5号6)

1.696 (男子:2.496 女子:1.296)

肯定的

(男子

ありぇない(マ) ,不健康(ゴ)

うれしくなし、(1) .し、やだ。体貫も'曽えナ=カカ(健康にいい(1)

もつと食べた1ぎう力ξいい(9) ・バランスの良い食亭が必妥(2)

体璽を増やす(2) ・少し体課管理に気を、コける(2)

よく寝ているけど、栄養が足りないのかなー? 0)

38.

:39.

条件つき肯定

(男子= 0.

9与6

0り6

晃1肌こ気にしない(12)

1.

096

女子:38.806)

そのうち体重が増える(2)

身長がどのくらい伸びたか{こもよる

人によって違う(コ)

身長は平均でいい(1)

6与6

女子:

ちょ?とイヤ

(男子 t 2.

2. 496)

フ.

49●

D0柳↓

9り6

女子:

否定的

(甥子」

-16.フ

気にしない

■ 0.696)

25,

24.

( 1 )

様子をみる(1)

596 (男子:14.9, 6%

496

4与6 女子:25.

改善意識

(男子

その他

(男子:

906)

12.フ%

14.6g6 女子:11

女子;フ.1 %)

4.

4.

8,6

896

106

女子:4.896)

8 斗6)

NEW



3 -4

しぜんならいい(2)

いい(1)

r身長も体重も増えない」ことについて

やり過ぎかなー。でもムダに食ぺてないってことだと思う(1)

成長が止まってしまったのか?七思う(3)

・成長していない(2)成畏が遅い(2)

成長が早い?(1)

・うれしい(1)

・これから成長するから大丈夫(1)

身長が増えないのはいやだ(3)

身長は伸びてほしい(2)

よくない(21)

健康じゃない(6)

困る(5)

成長が止まつている

このままだとやぱい

・少L気になる(2)おかしい(2)

・こわい(1)悲しい(1)

・それはちょつとー・(1)師れ?(1)

・僅康に悪いと思う(1)うれしくない 0 )

少し体が変なんじゃないかと思う(1)

他の人に変だと思われる(1)

ちょっと考えた方がいい(1)

生徒の「やせ」「やせ志向」に関する誕流と保健指遮の実践

・いやだ(15)

'JD配ずる(5)

・悪い(3)

1病院に行二う!(3)

( 2)

肯定的

(男子

女子:5.9%)身長はイヤ 4.096 (男子:0, 0与島

やや肯定的

4.

:2.

身体現線

(男子:1

0%

4%

8%(男子:0, 0与60.

女子:4.7 り6)

396

29島

もっと食ぺて寝ようと思う(フ)

睡眠時間なだ見直した方がいい(3)

ちゃんとした食生活を送っていないのかも?(2)

栄蟇をちゃんととった方がいい(2)

生活りズムや食事に問題があるかも(2)

食べて運動して飾肉とかを作った方がいい(2)

,断食中?(1)拒食症(1)

ダイエットはやめた方がいい(1)

ごはんがかたよっている(オ)

食事運蚤に気をつける(1)

そんなに運動したっけ?(1)

女子:3.5号6)

D謝N -16.4

否定的

(男子:

女子:1

57

58,

9守6

596 女子:57.696)

2%)

何も思わない(フ)

自分には当てはまらない(1)

「身長も体重も増える」ということにっいては、保健室に来室して答えた集団と保健指導後の集団

とでは大差なく、肯定的にぢえる生徒が多かった。

「身長は増えないが、体重は増える」ことにっいては、'肯定的な回答の割合が多く、「ただし増え過

ぎはよくないJなど条件っきでよいと考える回答などを含めると小剖以上と多くを占めた。これには、

学習した後だけに、体重の増加は肯定的なことと考えっつも、本音としては増えたくない(=太りた

くない)とどこかで思0ているという宅牙爆がみられると推察する。また、「いやだ」など否定的な回

答は少なく、・来室して答えた集団ではダイエットに関する回符が多か0たが、保健指導後の染団では

危機意麗

(甥子:1

閏心なし

1 9,0与6

9.5与6 女子:1 8.8%)

その他 0.8,6 (男子:0,0り6 女子:1.296)

696 (男子:フ.396 女子:45.

既W

7飴)

玲7

6
2
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加えて「食生活を変える」など体づくりを意識したと、思われる回答が出てきた。

「身長は増えて、体重は増えない」ことにっいては、肯定的な圓答の割合が少なかった。「よくない」

など否定的な回答はほとんど変わりがないが、改善意識に関する回答が出てきた。

「身長も体重も増えない」ことにっいては、肯定的な圓答の割合は少なく、「もっと食べて押ようと

思う」など改善意識、危機意融に関する回答が多く出てきた。

保健指導後の架団でいくっかの項目に多々みられた、体づくりゃ改善意識、危機意識に関する意矧

は、保健指導をとおして自分肉身のからだをよりょくしていこうという意融の高まりから生まれたの

ではないかと考える。

本実践では、 VTRや保健便り、掲示板などを活用して、いわぱ教育課程の隙間を縫った保健指導

を実施することができた。保健体育科で取り扱う学習指導要領の内容以外にも、現在の生徒たちを取

り巻く健康課題は多数ある。むしろずっと基本的なことがらが身近な課題としてあるように感じる。

それらを生徒に伝えていくには、やはり教科学習以外の時開を利用してぃくことが必要不可欠と彰え

る。今回の「からだの重さ」に関する指導も生徒にとっては新鮮であり、養護教諭によクて取り上け

られなけれぱ生徒は考える機会がなかったかもしれない。今目の前にいる生徒に必要な内容を、ピン

ポイントで時期を逃さず何度も何度も伝えていく。いわぱ「健康教育のぱらまき」が、日々生徒が健

康の伊司寺増進を自分自身で突現していくためのサポートとして大・切であると考える。

とはいえ、授業時十田以外での悟H建指導は影導力、浸透力が蹴W、一方通行の"アナウンス"にとどまっ

た感も否めない。それに引き換え、学級活動の時問を利用して行った保健指導は効果的で、生徒たち

なりに内分の健康のこととしてよく芳えることができていた。学級活動や保健学習で日々の健康課題

が取り上げることができるように、養護教諭から担任、教甲貯旦当に情報発信して連挑をはかるととも

に、一方で授業時問以外の保健指導にっいても、生徒に"届く"実銭方法を考えてぃきたい。

今回は実物に近い模型を作成し、指導に活用した。その結果、インパクトのあるず剣オで興1朱をひき

つけることに加え、"一目瞭然"の事熊を突きっけることができ、体内も発育してぃるということを

伝えるには説得力が増し、生徒の中で蓄積されてきた根深い誤った健康意需副こ一石を投じるには効果
的であったと考える。

しかし、アンケート結果でもみられたように、正しい知識を獲得しても、これまでの生活習慣や構

築された意耐剣よそう飾単には変えられないということが現状のようである。これは今回取り上げた「や

せ志向」「ダイエツト意識」に関する健目薪果題に限ったことではない。「わかってはいるんだけど...」

の一歩先へ、ヘルスプロモーションの観点で、もう少L丁寧なステップを重ねるプログラムを検剖す

る必要があると考える。

また生徒の「やせ志向」にっいては、社会的風潮の影粋がとても大きいと考える。筑波大学大学院

曽根博オニ教授(内分泌代謝・糖尿病内科,)は、中高生のやせ願望にはメディアだけでなく、自身の体

形に不満がある「やせ志向」の母親の影郷がみられるとの研究データを紹介し、、赴子双力に対する保

健指導の重要性を指摘しているわ。社会的風潮に保護者俊代が感化され、その保護者のもとで子ども

が育っ。さらにこの悍畔R化社会下では子どもたち自身でさまざまな世の中の流行・傾向をキャッチす

ることができる。「やせ志mU については背巣にあるものがあまりに大きく、社会的な取り組みが必

V 成果と課題

-108-



要であると考える。「メタポ」という言葉をはやらせ、生河1〒1娥病予防を推進してきたように、有蔽

老団体や国が村"亟的に動くことが求められていると考える。それでも生徒に直接伝えることができる

のは教育現場である。社会的な動きの一環として、今後も指導内容や方法を熟考して実践していきた

し、

1)読光新鱒即10年5円 26日記事

2 )キキリフプレイン 2011年1 打 17日祀UI

3)東京都訶ι成22年度学校保健統針'綱査報告』

4)鈴太際雄仕996}内木人のからだ』鶇介古店

励鈴木隆雄衞藤隆御引(2舶別『からだの年森夷鉾匂朔倉井店

励文部科学告 1中学佼学習指導要何誹

フ)キャリアブレイン 20H 年1月17E論迷Ⅱ

生徒の「やせ」「やせ志向」に関する詞姪と保健指i惇の災践

109
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資料1

与

あ恋たが健康診断の結果で気になる項自は恋んですか?

当てはまるものすぺてにマルをつけてください。

ア.身長イ.体重ウ.座高工.視カオ.1恵力

カ.内科キ.眼科ク.歯科ケ.目鼻科コ.尿検査

サ.心臓検診

男 . 女

^^^アンケート

2 次の3つの値が増えることについてどぅ思いますか?

①身長・ ア.いいイ.いやだウ.どうも思わ恋い..

②体重・ イ.いやだウ.どぅも思わないアいい..

③座高・ アいい イ.いやだウ.どぅも思わ恋い..

-110-

3

C rn

k目

あなたの年齢で、次の現象が起こることをどぅ思い薮すか?

ご協力あι1かとうございぎしだ

①身長も体重も増える

k8

②身長は増え恋いが、体重は増える

③身長は増えて、体重は増えない

④身長も体重も増えない(体重が減る)

4 あなたの身長で理想の体重はどのくらいですか?

(答えたくない人は、答え恋くていいです)

エ.その他

エ.その他

エ.その他

実際の身長・体重

あ恋たの理想の体重

〔
〔
〔
〔

〕
)
〕
j


